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〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   

   

   

 

   

 

  

        

 

  

 

  

  

 

   

  

   

      

  

 

 

    

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

 

「
私
、
失
敗
し
な
い
の
で
」
一
度
は
言
っ

て
み
た
い
セ
リ
フ
で
あ
る
。
人
気
ド
ラ
マ
で
、

主
人
公
の
女
性
外
科
医
が
自
信
た
っ
ぷ
り
に

言
い
放
つ
。
失
敗
が
日
常
の
身
に
と
っ
て
、

憧
れ
と
カ
ッ
コ
よ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
場
面

だ
。
▼
こ
の
き
め
セ
リ
フ
。
２
０
１
２
年
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道
女
子
５
７
キ

ロ
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
松
本
薫
さ
ん
の
勝
利

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
。
失
敗
は
考

え
な
か
っ
た
か
と
問
わ
れ
「
私
、
ミ
ス
は
し

な
い
の
で
」
と
き
っ
ぱ
り
。
こ
れ
を
テ
レ
ビ

見
て
い
た
脚
本
家
が
「
し
び
れ
た
」
の
だ
と

言
う
▼
菅
官
房
長
官
が
、
記
者
会
見
で
破
棄

さ
れ
た
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待
者
名
簿
の

電
子
デ
ー
タ
に
つ
い
て
「
復
元
は
で
き
な
い

と
聞
い
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
技
術
的
に
復

元
が
可
能
か
ど
う
か
は
答
え
な
か
っ
た
。
▼

修
復
出
来
な
い
物
な
ん
て
今
の
時
代
な
い
と

思
う
。
開
き
直
っ
て
な
ん
か
い
な
い
で
、
菅

さ
ん
は
「
勘
違
い
で
し
た
」
と
き
ち
ん
と
修

復
し
て
謝
る
と
こ
ろ
は
き
ち
ん
と
謝
る
。
そ

れ
が
上
に
立
つ
も
の
の
行
動
だ
と
思
う
。
そ

う
し
な
い
と
今
後
、
菅
さ
ん
の
言
う
事
は
何

も
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
。「
安
倍
総
理
・
菅
官

房
長
官
二
人
で
、
私
た
ち
は
、
嘘
は
言
わ
な

い
の
で
」
一
度
は
き
っ
ぱ
り
と
言
っ
て
み
て

ほ
し
い
。
▼
自
分
は
ど
う
か
と
考
え
て
み
た
。

「
私
、
言
っ
た
事
は
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
言
っ

て
み
た
い
。
こ
の
頃
な
ん
か
物
忘
れ
す
る
し
、

友
達
に
は
、「
あ
の
時
あ
ん
な
こ
と
や
こ
ん
な

こ
と
言
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
る
し
、

記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
言
え
な
い
し
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
判
ら
な
い
。
▼
自
分
も
大

門
未
知
子
み
た
い
に
、
あ
の
目
力
（
メ
ヂ
カ

ラ
）
で
き
っ
ぱ
り
「
私
、
失
敗
し
な
い
で
」

と
言
っ
て
み
た
い
。 

（
正
） 
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イージス・アショア配備反対の 

署名にとりくもう 

北朝鮮や中国の「脅威」口実に、日本政府はトランプ大統領から

「買って」と言われ、イージス・アショアの購入を決めました。政

府が配備を予定している自衛隊の新屋演習場は、住宅地や学校など

ととなり合わせ、組合の県本部事務所からも 2キロしかはなれてい

ません。 

もしミサイル基地が設置され、 

飛んできたミサイルを迎撃した 

とすると否応なしに日本が戦争 

にまきこまれることになります。 

またイージス・アショア基地が 

相手国の最初の攻撃目標とされ 

てしまいます。またイージス・ 

アショアの出す電磁波の人への 

健康被害、飛行機やドクターヘ 

リなどへの影響が心配さています。 

秋田県内では 11月末現在、11 

の自治体がイージス・アショア配備反対の請願や陳情を採択してい

ます。ところが秋田市や秋田県は首長や議会が、配備反対の意思を

示していません。知事や秋田市長は、まるで他人事のような姿勢で

す。議会は継続審査を繰り返し、住民の不安が解消されないままで

す。 

こうした中、立場をこえてイージス・アショア配備計画反対の署

名が始まりました。署名用紙は、県議会議長と秋田市議会議長あて

の 2種類です。年内の集約を目指しています。それぞれに自筆で記

入し、家族の分は本人に書いてもらってください。記入した署名用

紙は支部、分会ごとにまとめるか、直接組合事務所に送ってくださ

い。 

※イージス・アショアとは？ 

イージスは、ギリシャ神話の女神・アテナが持つ盾の英語読みを

語源にしています。イージス・アショアは「地上配備型の新型迎撃

ミサイルシステム」と約されています。敵のミサイルを撃ち落す防

衛だけではなく、セル（発射容器）にトマホークを装てんすれば、

攻撃兵器になることができます。対空だけでなく対地、対艦などに

対応できるミサイル 32～64発を格納できます。 

レーダーと通信用のアンテナを組み込んだ建物とミサイル発射装

置がセットになっています。敵の探知・追跡・発射はすべて自動化

されていて、数十発を同時発射し、大気圏外で撃破する巨大なミサ

イル基地です。大量のミサイルが貯蔵され、地下にはシェルターが

あり、24時間稼動し防衛する基地です。 

中央行動を実施（11月 7日） 

建交労は 11 月 7 日、国会･霞ヶ関周辺で交運共闘･全労連･国民

春闘共闘などとともに秋季年末闘争の前進・安倍暴走政治阻止など

の諸要求を掲げて『11.7 中央行動』を実施、全国から集まった 1500 

人を超える共闘団体の仲間とともに快晴の中で終日行動を展開し

ました。 

建交労は北海道から沖縄まで 200 人を超える仲間（秋田県本部

からも 1 人が参加）による国土交通省・厚生労働省・経済産業省

への請願行動、昼休み後は日比谷野外音楽堂で全労連などが主催す

る『11･7 中央総決起集会』国会請願デモの参加をはじめ、全国ト

ラック部会、建設産別対策委員会（2日間のゼネコン交渉）など各

業種部会が取り組む建交労独自の行動を展開しました。 

 
有原誠治（秋田県出身）・画 

秋田県本部春闘討論集会・旗びらき 

と き 1月 12日（日）10時 30分～15時 

ところ 協働大町ビル（秋田市大町） 

  

★参加希望者は、各支部・分会、または県本部 

へご連絡ください。各支部・分会へはあらため 

て詳細を案内します。 

 

１０時３０分～        開  会 

１０時４０分～１１時５５分  講  演（演題、講演者未定）  

１２時００分～１２時５５分  春闘討論 

１３時００分～１４時３０分  旗びらき（懇親会） 

 

★防衛費より防災費 地球温暖化時代 

★ぬかに釘の首相答弁、おきまりの[丁寧][寄り添う]連発し 

★類は友呼ぶ無資質内閣、無い袖で招くアベお花見会 

  
年末年始は 12月 28日から 1月 5日まで事務所を閉じます。 



 

 

  

 

  

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

 

   

   

  

   

  

 

  

 

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

 

【前回の答え】 コハルビヨリ（小春日和） 

 応募者 2名、正解者 2名でした。 

 ダンプ支部の佐藤正樹さんに 1,000 円の図書カードを送りま

す。答えをハガキかファックス、メールで送ってください。正解

者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈ります。その

際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分会名を

忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎です！ 

応募のしめ切り⇒12月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→○リ○○○○○…くつした、ケーキ 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax. 018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 
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カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】①――を射た質問 

②場の――を読めぬ人 ③エト

の第五 ④小津安二郎監督の遺

作映画「――の味」 ⑥危険度 

⑧山椒は――でピリリと辛い 

⑨２学期終わりの――試験 ⑪

一覧表、名簿、目録。ブラック―

― ⑬印刷。――がきれい ⑮腐

っても―― 

【ヨコのカギ】①君の出る――でない ③微差の対 ⑤さかだち 

⑦接吻 ⑧瓢箪から―― ⑩府→府立、区→ ⑫米を一合――では

かる ⑭甘酢あんがからむ豚肉の中華料理 ⑯釣り竿と――を用

意 

 

 

2019年12月5日 

日
９
条
の
死
文
化
許
さ
な
い 

 

２
０
２
０
年
度
の
防
衛
費
概
算
要

求
は
、
過
去
最
高
の
５
兆
３
千
憶
円
。

「
い
ず
も
」
型
護
衛
艦
を
最
新
鋭
戦

闘
機
Ｆ
３
５
Ｂ
が
発
着
で
き
る
空
母

に
改
造
、
長
距
離
巡
行
ミ
サ
イ
ル
導

入
な
ど
「
専
守
防
衛
」
の
立
場
を
覆

（
く
つ
が
え
）
す
も
の
だ
。 

 

日
本
国
憲
法
は
ア
ジ
ア
諸
国
民
に

甚
大
（
じ
ん
だ
い
）
な
被
害
を
与
え

た
侵
略
戦
争
へ
の
反
省
が
原
点
。
前

文
に
は
「
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再

び
戦
争
の
惨
禍
（
さ
ん
か
）
が
起
る

こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決

意
」
と
あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
憲

法
９
条
は
、
戦
争
の
放
棄
と
、
戦
力

の
不
保
持
・
交
戦
権
否
認
を
宣
言
す

る
。
安
倍
首
相
が
言
う
９
条
に
自
衛

隊
を
書
き
込
む
改
憲
は
、
こ
の
９
条

の
規
定
を
死
文
化
・
空
文
化
し
、
自

衛
隊
が
海
外
で
武
力
行
使
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
改

憲
勢
力
は
２
０
１
９
年
夏
の
参
院
選

で
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
の

議
席
を
割
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
安
倍

首
相
は
改
憲
を
「（
自
民
）
党
一
丸
と

な
っ
て
力
強
く
進
め
た
い
」
と
表
明
。 

日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
朝
晩
の
冷

え
込
み
が
よ
り
一
層
、
厳
し
く
感
じ

ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
５
月
か

ら
始
ま
っ
た
令
和
元
年
も
あ
と
ひ

と
月
ほ
ど
で
終
わ
り
、
秋
田
は
降
雪

期
を
迎
え
ま
す
が
、
気
持
ち
を
引
き

締
め
、
師
走
の
候
を
乗
り
越
え
た
い

と
思
い
ま
す
。 

ダ
ン
プ
支
部
千
秋
分
会 

 
 

 
 

 

佐
藤
正
樹 

５
７
歳 

 

 

安
倍
政
権
主
催
の
「
桜
を
見
る

会
」
の
ニ
ュ
ー
ス
に
唖
然
と
し
た
。

も
っ
と
も
森
友
、
加
計
等
で
免
疫
が

で
き
て
い
る
か
ら
、
こ
の
程
度
で
驚

い
て
は
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
政
権
は
当
然
の
よ
う
に

証
拠
隠
滅
を
は
じ
め
た
。
し
た
た
か

で
手
慣
れ
た
対
応
に
妙
に
感
心
す

る
。
い
か
ん
！
感
心
し
て
い
る
場
合

じ
ゃ
な
い
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
自

民
、
公
明
党
議
員
か
ら
の
批
判
は
聞

か
れ
な
い
。
自
浄
作
用
喪
失
だ
。
こ

れ
を
ワ
ン
チ
ー
ム
と
い
う
の
だ
ろ

う
か
。
ノ
ー
、
独
裁
だ
。 

我
々
は
怒
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
。
最
低
で
も
安
倍
政
権
を
退
陣
に

追
い
込
む
ま
で
怒
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

個
人
加
盟 

笹 

耕
市 

 

７
２
歳 

 

ど
の
世
論
調
査
で
も
安
倍
政
権
が

目
指
す
改
憲
を
、
国
民
は
望
ん
で
い

な
い
。 

 

改
憲
を
止
め
、
立
憲
主
義
を
取
り

戻
す
に
は
、
安
倍
政
権
を
終
わ
ら
せ

る
し
か
な
い
。
３
０
０
０
万
人
署
名

を
は
じ
め
、
安
倍
改
憲
に
反
対
す
る

世
論
と
運
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
追
い

込
む
し
か
な
い
。 

消
費
税
を
引
き
下
げ 

廃
止
し
て
こ
そ 

 

安
倍
政
権
は
１
９
年
１
０
月
、
消

費
税
率
１
０
％
へ
の
引
き
上
げ
を
強

行
し
た
。
経
済
の
６
割
を
占
め
る
個

人
消
費
を
支
え
る
の
が
景
気
対
策
の

は
ず
。
こ
の
ま
ま
１
０
％
増
税
を
続

け
れ
ば
、
暮
ら
し
も
経
済
も
破
綻
し

て
し
ま
う
。
消
費
税
を
緊
急
に
減
税

し
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
い
逆

進
的
な
消
費
税
の
廃
止
を
目
指
す
こ

と
が
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

複
数
税
率
の
導
入
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に
ど
ん

な
効
果
が
…
。
買
う
場
所
や
買
い
方

で
税
率
が
５
通
り
に
も
な
る
制
度

は
、
混
乱
を
招
い
た
。 

 

消
費
税
非
課
税
の
零
細
業
者
も
４

年
後
、
仕
入
れ
に
か
か
っ
た
税
額
を

証
明
す
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
が
発
行

で
き
る
課
税
業
者
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
。
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
中
小
業
者
の
廃
業
に
拍
車
を
か
け

る
。 

 

安
倍
首
相
は
「
今
後
１
０
年
、
追

加
増
税
は
必
要
な
い
」
と
言
う
が
、

財
務
省
や
自
民
党
な
ど
政
権
内
部
や

財
界
は
「
段
階
的
」
な
消
費
税
増
税

を
狙
う
。
経
済
同
友
会
か
ら
「
２
４

年
に
は
１
４
％
に
な
っ
て
い
る
の
が

望
ま
し
い
」
の
声
も
。
毎
年
少
し
ず

つ
引
き
上
げ
る
目
論
見
な
の
だ
。
消

費
税
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
に
転
換

し
な
い
限
り
、
消
費
税
率
は
際
限
な

く
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
。 

 

１
４
年
４
月
の
増
税
以
来
の
消

費
・
経
済
の
長
期
低
迷
を
打
開
す
る

特
効
薬
は
消
費
税
減
税
だ
。
財
源
は
、

大
企
業
や
大
資
産
家
へ
の
適
切
な
課

税
や
、
兵
器
を
爆
買
い
す
る
よ
う
な

無
駄
な
経
費
を
削
減
す
れ
ば
い
い
。

消
費
税
の
減
税
・
廃
止
が
実
現
で
き

る
政
権
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

 

再
稼
働
や
め
て
廃
炉
へ 

 

関
西
電
力
の
原
発
工
事
受
注
業

者
・
立
地
自
治
体
元
助
役
と
の
不
適

切
な
金
品
授
受
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
関
電
は
市
民
生
活
を
支
え
る
電

力
公
益
企
業
の
は
ず
だ
。
疑
惑
は
、

原
発
立
地
、
消
費
地
い
ず
れ
の
市
民

に
対
し
て
も
大
き
な
背
信
行
為
で
あ

り
、
見
過
ご
せ
な
い
。
疑
惑
の
全
容

解
明
が
欠
か
せ
な
い
。 

 

危
険
な
原
発
は
不
正
な
利
益
供
与

関
係
の
下
で
成
り
立
つ
こ
と
も
ま
す

ま
す
明
ら
か
に
な
っ
た
。
再
稼
働
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
廃
炉
に
さ
せ
よ
う
。 

秋田ダンプ支部が定期大会 

 11 月 24 日、秋田ダンプ支部が定期大

会を開催し、県本部の石塚委員長が連帯

のあいさつをおこないました。   

議案を満場一致で採択し、委員長、書

記長ら執行部を選出しました。 

 

委員長・高橋正彦、書記長・田中喜三男 

（敬称略） ※いずれも再任 

 

2020年こそ 

ア
ベ
政
治
終
わ
ら
せ
る
年
に 

安
心
を
取
り
戻
そ
う
！ 


